




研究目的と経過 

 近年急増してきた委託育児が,母子相互作用にどのような影響をもたらすかを検討した。 

 55 年度には“委託育児の現状と問題"という副題で,委託育児の中でも特殊な夜間保育の

実態と問題を調査した。夜間保育を行っている所は,乳児院のような全託施設を除けば,院

内保育所・キャバレー等の託児室・ベビーホテルなどである。施設訪問ができたのは院内

保育所5ヵ所,ベビーホテル10ヵ所,キャバレー等204ヵ所に電話により託児室の有無を質

問したところ,託児室有 66 ヵ所(32.4%),外部委託 38 ヵ所(18.6%),無 100 ヵ所(49.0%)であ

った。この数値からキャバレー等の約半数は,外部委託にせよ託児の便宜を設けているもの

と推察された。夜間保育といってもその内容は様々で,院内保育所はお泊り保育をしている

所でも毎日ではなく,キャバレー等の託児室は夜中に母親が子どもを連れ帰っており,ベビ

ーホテルは比較的恒常的にお泊り保育を利用する者がみられた。利用者の家庭状況は大き

く異っており,院内保育所ではきょうだいのある者が 63%にのぼっていたが,ベビーホテル

では 4%にすぎず,ベビーホテル利用者には母子家庭や父子家庭がかなりみられた。保育形

態や家庭環境の違う子どもたちについて,夜間保育の子どもへの影響を云々することは問

題があろうと考えるが,友達のいる所でお泊りするのを楽しみにしている子どももみられ,

訪問するとベビーホテルの中で子どもたちはぐっすり寝ており,夜間保育をただちに悪と

きめつけられる結果は導き出せなかった。 


